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耳の不自由な方が、自分の耳が聞こ
えにくいことを表すのに使用しま
す。また自治体、病院、銀行などが
このマークを掲示し、耳の不自由な
方から申し出があれば必要な援助を
行うという意思表示を示すのに用い
ます。（一般社団法人全日本難聴者・
中途失聴者団体連合会）

2008年（平成20年）6 月の道路交通
法の改正により、この標識を車に
表示すれば、補聴器がなくても運
転できるようになりました。

全日本ろうあ連盟では、誰にでも
一目でコミュニケーション手段が
わかる「手話マーク」「筆談マーク」
を策定しました。
ろう者等に対するコミュニケー
ション手段の配慮について、理解
を広めていきます。

富山県では、2018年（平成 30年）7
月からスタートしました。
外見からは援助や配慮が必要なこ
とが分かりづらい方が着用し、周
囲に支援の必要を知らせます。
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2018 年（平成 30年）4月 1日施行

－障害の有無にかかわらず、すべての県民が共に生きる社会へ－

　県では、手話が国際的に認知された言語であるとの認識のもと、聴覚障害者団体等のご
意見を踏まえ、「富山県手話言語条例」を制定しました。
　この条例の制定を契機として、あらためて聴覚障害のある方が手話により誇りを持って
意思疎通を行う権利が尊重され、障害の有無によって分け隔てられることなく共生する社
会を県民の皆さんと一緒に考え、着実に実現していきます。
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ご存知ですか？聴覚障害にかかわるマーク
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